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車両用自動試験装置
OverallAutomatic Testing Device for Electric Coach

車両用自動試験装置は,日本国有鉄道,帝都高速度交通営団,札幌市交通局及び

車両メーカーの工場に導入され実用されている｡ここでは,最近の車両用自動試験

装置の傾向と実例について述べた｡今後,ますます高性能化されていく車両の安全

と信相性を確保する保守業務は経験と熟練が一段と要求される傾向にあり,ニの重

要な保守業務の合理化に寄与する自動試験装置も,マン マシン システムの改良,

自動故障診断機能の拡充,検査データによる予防保全などのテーマが残されており,

今後なおいっそうのレベルアップを図っていく必要がある｡

口 緒 言

最近の技術革新の中で鉄道車両技術も著しく進歩してきた｡

したがって,これを保守する検査業務もエレクトpニクス化

され,複雑な制御装置を搭載した車両の安全性,信頼性の確

保を図るため,検査内容も＼従来とは質の異なった高度なもの

が必要となってきた｡また一方,保守作業の合]哩化や保守の

質の向上のためからも,′ト人数での完全検査が行なえる自動

試験装置が要求されている｡

車軸の保守作業の合理化の努力は,以前からも続けられて

いるが,多くのものは簡単な検査装置を用いているものが多

く,人間が操作し,結果も人間が判定するために熟練と経験

を必要とする｡このため,非能率的で,検査漏れや判定に対

する個人差などもでてくるため,最近の新しい車両の性能,

機能を確実に検査し,安全性や信頼性の確保,乗客へのサー

ビス確保を図るのが雉しくなっている｡ニのようなことを背

景に,計算機を中枢とした自動試験装置は,機器あるいは装

置の単体の検査を行なうものから,電車全体の総合的な自動

検奄を実施するものまで種々開発され実用化されている｡

総合的な自動試験装置も,日本国有鉄道の新幹線浜松工場

のもの,札幌市交通局南北線のもの,帝都高速度交通営団綾

i頼基地のものなども数年の稼動実績をもっている｡最近では,

車両設計の最初の段階から,自動試験装置の導入を前提に進

められており,測定用端子や空気管など,必要な箇所には串

側や車端に接続用コネクタが設けられている｡また,試験効

率の向上の面から,マン マシン システムの改善が著しく,

自動操作盤にカラー ディスプレイを組み込み,試験結果を検

査員に対して,分かr)やすくスピーディな情報として伝達す

る方式などが採用されている｡以下,総合自動試験装置の最

近の傾向と,その実例について述べる｡

凶 事両用自動試験装置の技術動向

従来の試験機は,車両用機器単独の専用のものが多く,そ

れらは,操作及び計測も人手で行なう単純なものから,ある

程度の自動計測や試験結果のレポートを打ち出すといった高

J要のものまである｡本稿で述べる試験装置は,中枢に計算機

をもち,自動的に計測や合否の判完三を行ない,また試験結果

のレポートも自動作成する規模のものを対象にしてし､る｡

2.1 自動試験装置に要求される機能

自動試験装置としては,次の某本的な機能が要求される｡
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(1)あらかじめ記憶されている順序に従って,継続的に試験

を進めていく機能

(2)試験結果の合格,不合格を判定する機能

(3)人による判定結果を取り入れる機能

(4)試験結果のレポート自動作成機能

最近では,このほかに次の機能が要求されている｡

(5)不合格結果に対する処置についてのトラブル シューティ

ング機能

(6)過去の試験結果や,来歴についてのデータ記憶機能

このことは,単に自動的に検査をし合格,不合格を判定す

るだけではなく,一歩進んで検査員に不合格の処置について,

熟練検委員並みのアドバイスを試験機が行なうもので,将来

の自動診断へとつながる方向を示している｡また,過去の試

験デ【タや来歴の情報を記憶しておくことにより,J撃耗故障

や突発故障についての情報を,試験中に検査員に提供するも

ので,検査員の判断を確かにすることと,データの統計的な

解析により子】坊保全へとつながっていくことを示している｡

/ナ後は,更に高度な機能として次のことが要求されている｡

(7)走行中の車両のモニタリング情報を解析し,事故対策や

事故原因を究明する機能

(8)列車自動運転装置(Automatic Train Operation:以rF,

ATOと略す)などは実走行試験の代わりにシミュレーションに

ょり模擬走行を行なわせ,運転機能のチェックや保安装置の

安全性のチェックを行なう機能

(9)摩耗や変色,異音,き裂などのパターン認識による自動

計測機能

2.2 自動試験装置の試験内容

試験内容及び試験のレベルは,試験の目的によって異なる｡

試験の臼的によって整理してみると次のようである｡

(1)全般検査(オーバホールの後に行なう検査)

車体から機器を取り外し,配線から配管,機器についても

オーバホールを行なった後であるため,入念に検査する必要

がある｡この場合,配線関係,配管関係の試験に重点が置か

れる｡次いで機器の動作試験が行なわれる｡試験の順序とし

ては,編成状態ではなくユニットの状態で‾最初に詳細な試験

を行ない,これに合格したユニットを結合し,編成状態で,

引通し導通試験や主要機器の動作試験,列車自動制御装置

(Automatic Train Control:以下,ATCと略す)試験などを

*

日立製作所水戸工場 ㌘* 日立製作所機電事業本部
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行なう｡編成試験では運転台まわりの機器(主幹制御器やスイ

ッチ類,マンス バルブなど運転士が操作するもの)の実操作

により確認するのも重要である｡

(2)定期検査後の試験

一般にn-箇月検査など定期検査の際には,その前日まで電

車としては完全に走行していた場合が多いので,試験内容と

しては,配線や配管の異常の有無,主要機器の動作確認,保

安装置(ATC)の機能確認,マージン チェックといったもの

が主要なものである｡この場合には,各装置の基本的な機能

が正常か否かをチェックするもので,編成状態で行なわれる｡

したがって,異常がなければ自動的に試験を進めていく方式

を採っているものが多い｡検査レベルも故障部位を大きな単

位で判別するものが多く,例えばプリント板単位や,トラン

ジスタや集積回路(IC)の故障レベルまで摘出するような試

験は通′常は実施されていない｡

(3)事故車の検査

前述の定期検査時の試験と異なって,事故時の検査につい

ては,検査レベルも高くする必要がある｡したがって,測定

端子も機器によっては,定期検査時の測定端十のほかに専用

コネクタで引き出すとか,試験内容も細部の故障部位が分か

るようになっている｡現状では,自動試験装置だけで故障部

位まで検出できるものは少なく,特殊なシンクロスコープと

かテスタなどを用い,人手により検出するものが多い｡

最近では事故原因の究明の手助けとして,実際運転中の諸

データをモニタして記憶する車両も現われており,このデー

タを自動試験で解析する機能をもたせサ ニれにより,事故原

因を早期に発見する手段もとられている｡

2.3 自動試験装置のマン マシン システム

自動試験といっても,すべてが自動的に進められていくも

のではなく,不合格が発生した場合には,このまま試験を続

けてし-くか,再度試験を繰り返して行なうかなどの検査員の
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図l 自動試験操作盤(札幌市交通局南北線高速電車) 試験対象

電車を表示L,試験が行なわれている場所.内容が一目で分かるようにしてあ

る｡試験項目もすべて文字で表わし.従来のコード方式を改めてある｡
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判断が入る｡一般には,試験用の操作盤には革験条件の設定,

車番,日付けなどの設定機能と試験項目の設定,試験結果の

表示又はタイプライタ出力指令機能が設けられている｡操作

誤りをなくすため,試験準備など矢印の順番に操作スイッチ

を押していけば,誤りなく操作ができるものや,操作盤面に

車両のユニットの画を示し,これに試験データを表示するな

どして,簡単に試験状況が分かるようくふうされたものもあ

る(図1)｡最近ではカラー ディスプレイを用いて,試験中に

必要な情報を検査員に対話形式で与える方法も実用化されて

いる｡特に,7色の表示を上手に用いて,一見して状況が分

かるようにくふうされている｡このカラー ディスプレイ装置

は高速で多量の情報を表示できるので,今後の検査の効率向

上にはなくてはならないものである｡

操作盤としては,固定形のもののほかに,移動可搬形のも

のもあり,特に被試験機器の近くで動作を確認し,合否の判

定を入力したり,試験項目や結果の表示,試験の進行を制御

するために用いられる｡′ト形で軽量であることが必要である

が,今後はワイヤレス方式になっていくものと思われる｡

中央の検査員と被試験機器の近くにいる現場検査員との連

絡用には,従来,インターホン方式及びトーク バック方式や

有線による通話装置が用いられているが,無線によるヘルメ

ット装着通話装置も使用された例がある｡更に試験の進行に

伴ってあらかじめ定められたルールに従って放送される自動

放送装置も採用されていく傾向にあり,これもカラー ディス

プレイと並んで,試験効率の向上に役立つものと考えられる｡

2.4 自動検査から自動診断へ

検査方法が自動化されると,その次は不合格の結果につい

ての対策の幾つかを検査員にアドバイスする,すなわち自動

診断が行なわれるようになる｡不合格の原因は,複雑な条件

が絡みでナっているものや,単純な調整により解決する程度の

ものまで種々ある｡まず第一--ステップとして事故J京因をトラ

ブル シューティングし,不具合結果に対する幾つかの原因を

示し,その個々について検査員にチェックしてもらい,しだ

いに其の原因の究明と,処置についての結論を得るように導

いていくことから始まる｡次の第ニスチップとしては,営業

運転中のモニタリング情報や,過去の来歴や検査記録などか

らも,診断のための情報を提供できるようにし,速やかな対

策と再発防止の処置,あるいは予防保全へとつながっていく

ことになろう｡前述したように,カラー ディスプレイを用い

て,このトラブル シューティ ング情報を出しているシステム

が実用化されている｡今後の方向としては,過去のデータカゝ

ら統計的手法を利用し,ワイプル チャートやLog-Logカーブ

の自動作成や,過去のデータの自動検索なども行なわれるよ

うになっていく ものと思われる｡

同 国鉄新幹線電車全般検査用総合回路試験装置

3.1 概 要

新幹線電車は列車の安全と正常な運行を確保するため,仕

業検査,‾交番検査,台車検査,全般検査など各種の定期検査

を行なうよう定められているが,このたび日立製作所が博多

総合車両基地に納入据付けした総合回路試験装置は,全般検

査を行なった後の電車の性能を総合的に確認するための出場

検査を自動化し,試験工程の短縮と試験精度の向上,試験報

告書の自動作成などを図ることを目的としている｡

3.2 総合回路試験装置の構成と特徴

本装置は出場検査項目のうち,ユニット試験,ATC試験

及び編成試験を自動化することを目的としている｡その全体
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図2 プ総合試験中の新幹線電車 各ステーションごとに試験操作盤,

電気試験機,及び空気試験イ幾が設置されている｡

構成を図3に示す｡装置は中央機器三三関係機器と検ノ経線に沿

って設置された現場機器で構成し,後者は更にA,B,C,D

ステーションと名付ける4箇所の検査線機器が設置されてい

る｡Aステーションでは,ユニット試験,16号車のATC試

験と編成試験を行ない,B.Cステーションではユニット試

71111▲
-
1
_
l
1
-
1

小用山杷中

∩
し
上

AT串T

注

車両用自動試験装置 627

験,Dステーションでは1号車のATC試験と編成吉武験が行

なえるような機器構成としている｡中央機器室には,試験全

体の制御を行なうHIDIC150中央処理装置,耳滋気ドラム補助

記憶装置,中央操作盤,試験レポート作成用ロギング タイプ

ライタ,ATC試験用中央機器などを設置してし-る｡

本装置の主な特徴は二大のとおりである｡

(1)3ユニットの電車のユニット試験と1号車のATC試験

の合計4ユニットの試験を同時に行なうため,出場検査の工

程短縮が可能となった｡

(2)各現場ステーションでは,互いに他のステ･一ションと無

関係に独立して試験を進行できるようハードウェア,ソフト

ウェアを構成しているので試験の能率が向上する｡

(3)試験の実行と制御は,すべて各ステーション内の固定,

移動操作盤で行なうことができ,中央機器室は通常無人扱い

とする｡

(4)試験対象電車の相違,例えば製作年次,食堂車,グリー

ン車などの車両種別,改造施工の有無などによる試験内容,

判定基準値の変更などは固定操作盤から簡単な操作でこれら

の条件を入力することにより自動的に行なわれる｡

(5)試験項巨=こは4けたの項目番号を付け,これを中央,国

定,移動各操作盤に表示し進行状況の把握と試験項目の選

択が容易にできるようにした｡表1に主な試験項目の-一覧を

示す｡

(6)試験の進行は,項目番号川副二すべて自動的に行なわれる
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図3 総合回路試験装置全体構成図(新幹線電車)

出力タイプライタ

出場検査線に治ってA,B,C,Dの4試験ステー

ションを設け,2両一組みの電車のユニット試験をA,B,Cステーションで,編成試験とATC試験をA,Dステー

ションで行なう｡
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表l 主な試験項目表(国鉄新幹線電車) 各試験項目には,4けたの

項目番号を付け,これを操作盤に表示させている｡

No. 試 験 項 目

l

電

気

試

験

(り引通L線･導通試験(6)抵抗器抵抗値測定

(2)屋根上1幾器動作試験(7)インバータ動作試験

(3)タップ切換器動作試験(8)戸閉め動作試験

(4)しゃ断器動作試験(9)運転台立上り試∈険

(5)主制御器動作試験(叫)行先表示器動作試験

2

空

=)空気圧縮機動作試験 (6)緊急ブレーキ動作試験

(2)ATCブレーキ動作試写鼓 (7)気圧スイッチ動作試験

気 (3)ハンドル ブレーキ動作試験 (8)単車ブレーキ動作試験

言式

験
(4)純直通ブレーキ動作試験(9)空気漏れ革験

(5)電気ブレーキ動作試験 い0)滑走固着動作試験

3

A
(りATCシーケンス試験 (4)列車番号読取試験

T

C

試
験

(2)ATC最小動作試験 (.5)速度計動作試験

(3)地点検知動作試験

4

編

成

試

験

(l)加圧前屋根上1幾器動作試験 (5)運転台切換試験

(2)M'車動作試験 (6)戸閉め動作試験

(3)M車動作試験 (7)行先表示器動作試験

(4)三次回路動作試験 (8)ブレーキ動作試験

注:M'車=パンタグラフ付電動車 M車=電動車

が,任意の項目だけの試験もその項目番号を設定することに

より実行可能である｡

(7)全般検査後の出場検査では,電気的な指令とその応答の

確認だけでなく検査員の目視,聴覚など五感による判定が必

要となる試験もあるため,この判定結果を入力したり試験の

強制進段,又は繰返し実行などの指示を入力するために小形,

軽量な移動操作盤を設け,試験の進行に必要な操作はすべて

この移動操作盤によって可能とした｡図4に移動操作盤を

示す｡

(8)電車の改造,試験方法の変更などにより,新しいプログ

.ブヨ
籍

移 斬 礫 f繁 盛

鞘疋 靡

議姦
象ゝき描法

図4 移動操作盤 電車内や床下などに持ち歩きながら,試験を実行して

いくもので.発光ダイオードによる数字表示をするなど小形,軽量化を図った

〔寸法:高さほ0×横Z川×奥行250(mm)〕｡
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表2 主要試験項目(札幌市交通局東西線高速電車) 高度な制御

機器を対象に.試験を重点化して行なっている｡

No. 主 要 試 験 項

l

試練ぎ
川高圧回路絶縁抵抗試験 (3)引退L線導通試験

寡兵開業

係配
(2)低圧回路絶縁抵抗試験 (4)運転室機器導通試験

2.

グロ
(り空気圧相磯動作試験 (5)回生補そくブレーキ試∈険

.エ

制
関

係

(2)ガパナ,安全弁の調圧試!挨 (6)緩解不良試験

(3)常用ブレーキ,非常ブレーキ試験 (7)空気漏れ試験
試

験
(4)緊急ブレーキ試験

i.

関制チ!(l)動作シーケンス試験 (3)保護装置動作試験
係御∃

蓑ツ

置パ

(2)チョッパ,周)度数,通流率測定 (4)特殊運転試!強

4.

係A
試T
験C

関

(I)ATC動作試験 (3)列車検知装置動作試験

(2)最小動作レベル測定 (4)送イ言レベル測定

5.

置自 川速度照査試験 (4)定位置停止機能試革湊

関動
係運

(2)定速運転機能試験 (5)情報伝送試験

試転
琴貪装

(3)多数決

6.

武美車
琶棄置上

関伝

係送

(l)送･受

(2)運行番

論理試験 (6)保守モニタ確認言式験

信試験 (3)誘導無線装置試験

号検出試験 (4)通信制御動作試琴貪

諾意言j
7.

(=戸閉め動作試験

(2)車両放送試験

ラムを作成し,これをデバッグする場合に必要な各ステーシ

ョンにおける初期条件の設定,合格及び不合格,進段や繰返

しの指示,進行二状況のモニタなどはすべて中央操作盤で行な

うことができ,デバッグ効率を高めることができるようにした｡

皿 札幌市交通局東西線高速電車自動検査装置

4.1 概 要

本試験装置は1箇月検査,1年検査,3年検査,臨時検査,

車上の自動運転装置に集録されているモニタリング情報の収

集及びATOシミュレーション機能をもっているもので,東西

線西車両基地の11番線と12番線の2本の検査線を同時に検査

する総合自動検査装置である｡既に南北線南車両基地に自動

検査装置1)が設置され稼動しているが,東西線の車両は南北

線に比べ自動運転装置を車上に備え,これと地上の運行管玉里

システムとの間を情報伝送装置で結び,効率的な列車の制御

を行なうといった高度な列車制御方式を採用していることな

どから,高性能な制御機器が多数搭載されている｡したがって,

試験内容も機器の単体試験のほかに,幾つかの機器を同時試

験する総合試験を含んでし､る｡表2に主要試験項目を示す｡

4.2 自動検査装置の構成と今寺徹

装置は,11番線,12番線の検査線ピットに各種ケーブルと

空気のつなぎ箱が設置されている｡機器宅にはチョッパ試験

器をはじめ各種の試験器と選択リレー箱が,計算機室には中

央処理装置など,操作宅にはカラー ディスプレイをもった自

動操作盤と手動操作盤などが設置されている｡図5に全体構

成図を示す｡

本装置の主な特徴は二大のとおりである｡

(1)11番線及び12番線の2本の検事線をタイムシェアリング

で同時検査ができる｡

(2)試験は操作宅に設けられた自動操作盤(図6)により,集
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台
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図5 自動検査装置全体構成図(札幌市交通局高速電車)
画的に取り付けられ.試験準備が容易に行なえる｡

中央処理装置

(CPU)

磁気ドラム

万能入出力

タイプライタ

計算機室

通信

制御装置

電車からの引出Lケーブル,空気管も計

中的に試験の実行や監視,報告書の作成などができる｡

(3)カラー ディスプレイにより,必要な情報が迅速に得られ

る(試験データ,入力条件,試験No.など)｡

(4)機器を幾つか組み合わせた総合試験機能をもっている｡

これは,図7に示す例のように,試験の状況及び結果が,カ

ラー ディスプレイ上に表示され,各機器の機能が同時にチェ

…音

l
図
6

自動試験操作盤(札幌市交通局東西線高速電車) カラーデ

ィスプレイを備え,マン マシン システムを合理的にした最新の操作盤である｡

変復調器
モ デム

…+

､ソクできる｡

(5)東西線の高速電車は,新造計画の時点から自動検査を前

提として進められていたので,車上の引出しカップラや空気

iil出し部が集約化され,地上の機器と簡単に接続できる｡

(6)ATOに集録されたモニタリング情報をこの検査装置に

情報伝送装置を介して出力できる｡

SOGO-8 EDIC TASC シケン

80

60

〔ブレーキノッチ〕

1N

‾+_l
州●

l 60KM/H

40 PSl

1N 7N

II

IN 7N

l

PS2

ll

ps31｢_

I蒜4

図了 総合試験のカラー ディスプレイの表示例 自動運転装置の試

験データと各機器の動作を示すもので,定位置停止横能が連続的に確認できる｡
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(7)トラブル シューティング表示機能をもっている｡これは

従来の試験機が単に合格か不合格かだけを判定したレベルの

ものであったのに比べ,更に機能を高めたもので,試験を実

行し不合格が発生した場合,その不具合の原因を検査員に示

し,処置や対策の情報を与えるものである｡図8に示すよう

に,回生ブレーキのチョッパ制御試験中のトラブルについて

の原因と処置をカラー ディスプレイに表示させている｡

(8)ATOシミュレーション機能を持っている｡これは自動

検森システムに線路条件,信号条件及び車両の特性を記憶さ

せ,ATO運転での車両走行を静止状態でシミュレートし,

自動運転装置の制御特性を確認するものである｡

札幌市交通局東西線高速電卓用自動検査薬置は,電車の計

画段階から,搭載機器や自動検査用の引出し端子のぎ装場所

も合理的に決めたこと,検査員とのマン マシン コミュニケ

ーションに意を払ったシステムとしたこと,トラブル シュー

ティング機能を設けたことなど,時代を先取りした最新技術

をハードウェア,ソフトウェアの両面にわたって採り入れた

画期的なものである｡

匹l 結 富

車両用総合自動試験装置の最近の傾向,代表的な新幹線電

車用の全般検査装置及び札幌市交通局東西線高速電車の自動

検査装置について述べた｡

今後,ますます車両の制御技術は進歩発展し,更に高度な

電子装置や自動運転装置が導入されていくであろう｡したが

つて,これらの保守を担当する自動試験装置もソフトウェア,

ハードウェア両面にわたって進歩改良が続けられていくこと

になろう｡特に,マン マシン関係,子持方保全についてはレベ

[=ハ轡L
文論

〔CHOP-115〕

トラブル シュート 力イセイ ブレーキ

1 RY BPl,BP2 ドゥサ カクニン

2

3

4

5

6

7

8

9

10

MVコイル PBl(B〕,PB2〔B)チョウサ

セレンS巨33 ドゥツウ チョウサゴ タイマー TR2TD コウカン

セレンS巨8 ドゥツウ チョウサ

RY OPR,OPRlドゥサ カタニン

MVコイル HBl,HB2 チョウサ

テンカンキ リセットSW ソウサ

RY OPRl,OPR2,OVAR ドゥサ カクニン

リセットSW ソウサ

ブリントバン OBF-2 コウカン

図8 カラー ディスプレイトラブルシューティング表示例

試験の結果,不合格になったものに対Lて,試験員のリクエストにより原因と

処置について表示し,試験効率の向上を図っている｡

ルアップを図I),輸送機関としての安全性と信頼性の向上を

確実にし,よりいっそうの乗客へのサービス向上に努めたい

と考えている｡

終わりに,新幹線博多車両基地全般検査装置の開発に際し

御指導をいただいた日本国有鉄道の関係各位,及び札幌市高

速電卓用自動検査システムの開発に御指導をいただいた札幌

市交通局の関係各位に対し深謝の意を表わす次第である｡
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交通分野におけるシステム技法の適用
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近時システム技術の急速な進歩に伴い,

数多くの｢システム技法+が開発されつつあ

り,予測,計軌 シミュレーション,評価,

最適化などに応用されている｡社会システ

ムの一一つである交通システムは,関係分野

も広く内容も複雑であるので,従来,直感

や経験などに頼る部分が多かったが,シス

テム技法の導入により定量的な処理,計画

及び運用の最適化などが可能になった｡本

稿は個々のシステム技法が交通の3分野で

いかに応用されているかを中心に述べてい

る｡

(1)交通計画に関するもの

交通システムへの投資は,社会情造に大

きな影響を与えるので交通計画には傾重な

分析が必要であり,各種代替案の比較のた

めシミュレーションがなきれている｡アメ

リカの運輸省連邦道路局で開発されたTRA

NSモデルは,国家レベルの交通投資代替案

の広範囲な評価に用いられている｡地域内

交通の例としては,筑波研究学園都市にお

けるケーススタディなどがある｡

交通計酌ま政策的に定まる将来都市の諸

指標から原単位法などで交通需要を推定し,

現在パターン法などでこの交通需要をゾー

ン間トリップに振I)分け,次にこの交通量

を具体的な交通手段に割当て,最後に路線

及び駅位置を決定するといった手順で実施

される｡

(2)運用計画.運行制御に関するもの

交通システムの運用段階においては最短

径路問題,貴大流問題,最小費用流問題,

割当問題などの問題に対し,線形計画法,

二次計画法,動的計画法,分岐限定法など

の最適化技法が適用される｡

自動車総合管制システムにおける最短径

路探索,交通流予測及び一最適配分,デマン

ドバスにおける径路選択,CVSにおける

径路選択や交通流配分などが揺らん期に入

った新しい交通システムの重要課題である｡
鉄道やバスにおける運行ダイヤの実施に

は,乗務員及び車両の巧妙な運用が必要で

あり,電車の乗務員運用計画,新幹線車両

の運用計画,トラックの配車計画などが割

当問題として定式化され,解かれている｡

(3)システムの評価に関するもの

交通システムの評価に際しては,利用者,

地域社会,輸送業老,製造業者など多くの

観点から評価項目を抽出する必要がある｡

これらの評価項巨=ま必ずしも定量的でない

ため,アンケート法,デルファイ法などの

非計量的評価法での結果を一対比較法,ク

ロスインパクト マトリクス法,ユーティIj

ティ法などを用いた計量的整理が試みられ,

ある穐のものでは成功している｡

今後開発される新しい交通システムにつ

いては,十分なテクノロジー アセスメント

を行ない.単に速達性,便利性,採算性な

どの直接効果のみでなく,その副次的影響,

波及効果,特に,負の効果や影響などにつ

いても十分な分析が必要である｡
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